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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】平成26年8月28日(2014.8.28)

【公開番号】特開2014-15631(P2014-15631A)
【公開日】平成26年1月30日(2014.1.30)
【年通号数】公開・登録公報2014-005
【出願番号】特願2013-226294(P2013-226294)
【国際特許分類】
   Ｃ０８Ｇ  59/70     (2006.01)
   Ｃ０８Ｆ   2/44     (2006.01)
   Ｃ０８Ｆ 283/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０８Ｇ  59/70    　　　　
   Ｃ０８Ｆ   2/44    　　　Ｂ
   Ｃ０８Ｆ 283/00    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成26年7月11日(2014.7.11)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　熱硬化性エポキシ樹脂を硬化させるためのアルミニウムキレート系潜在性硬化剤であっ
て、アルミニウムキレート系硬化剤が、多官能イソシアネート化合物を界面重合させると
同時に、ラジカル重合開始剤の存在下でラジカル重合性化合物としてスチレン、メチルス
チレン、ブチルアクリレート、１，６－ヘキサンジオールジアクリレートまたはトリメチ
ロールプロパントリアクリレートをラジカル重合させて得た多孔性樹脂に保持されている
ことを特徴とするアルミニウムキレート系潜在性硬化剤。
【請求項２】
　アルミニウムキレート系硬化剤の含有量が、多官能イソシアネート化合物とラジカル重
合性化合物との合計１００質量部に対し、１０～２００質量部である請求項１記載のアル
ミニウムキレート系潜在性硬化剤。
【請求項３】
　請求項１記載のアルミニウムキレート系潜在性硬化剤の製造方法であって、
　アルミニウムキレート系硬化剤、多官能イソシアネート化合物、ラジカル重合性化合物
としてスチレン、メチルスチレン、ブチルアクリレート、１，６－ヘキサンジオールジア
クリレートまたはトリメチロールプロパントリアクリレート、及びラジカル重合開始剤を
、揮発性有機溶媒に溶解または分散させて得た油相を、分散剤を含有する水相に投入しな
がら加熱撹拌することにより、多官能イソシアネート化合物を界面重合させると同時にラ
ジカル重合性化合物をラジカル重合反応させ、それにより得られる多孔性樹脂に、アルミ
ニウムキレート系硬化剤を保持させることを特徴とする製造方法。
【請求項４】
　請求項１または２記載のアルミニウムキレート系潜在性硬化剤と、エポキシ樹脂と、シ
ラン系化合物としてトリフェニルシラノールとを含有する熱硬化型エポキシ樹脂組成物。
【請求項５】
　アルミニウムキレート系潜在性硬化剤と、エポキシ樹脂と、シラン系化合物としてトリ
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フェニルシラノールとを含有する熱硬化型エポキシ樹脂組成物の当該アルミニウムキレー
ト系潜在性硬化剤の製造方法であって、
　アルミニウムキレート系硬化剤、多官能イソシアネート化合物、ラジカル重合性化合物
としてスチレン、メチルスチレン、ブチルアクリレート、１，６－ヘキサンジオールジア
クリレートまたはトリメチロールプロパントリアクリレート、及びラジカル重合開始剤を
、揮発性有機溶媒に溶解または分散させて得た油相を、分散剤を含有する水相に投入しな
がら加熱撹拌することにより、多官能イソシアネート化合物を界面重合させると同時にラ
ジカル重合性化合物をラジカル重合反応させ、それにより得られる多孔性樹脂に、アルミ
ニウムキレート系硬化剤を保持させることを特徴とする製造方法。
【請求項６】
　請求項５記載の製造方法により得られるアルミニウムキレート系潜在性硬化剤と、エポ
キシ樹脂と、シラン系化合物としてトリフェニルシラノールとを含有する熱硬化型エポキ
シ樹脂組成物。
【請求項７】
　エポキシ樹脂が、ビスフェノールＡ型エポキシ樹脂である請求項６記載の熱硬化型エポ
キシ樹脂組成物。
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